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一
年
生

紙
を
原
料
に
段
ボ
ー
ル
原
紙
を
生
産
す

で
は
エ
ネ

る
ラ
イ
ン
を
見
学
。
原
料
↓
抄
紙
↓
製

ル
ギ
ー
と

函
（
段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
）
ま
で
一
貫
し

い
う
語
句

た
工
程
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

は
未
習
で

公
開
授

翌
九
日(

金)

に
は
、
釧
路
コ
ー
ル
マ

あ
る
。
あ

業
の
後
、

イ
ン(

株)

の
石
炭
掘
削
現
場
を
見
学
し

く
ま
で
も

湖
畔
小
学

た
。
幸
運
に
も
希
望
者
の
中
か
ら
十
五

本
時
は
、

校
と
美
原

名
が
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

エ
ネ
ル
ギ

中
学
校
を

た
。
事
前
に
職
員
の
方
か
ら
、
会
社
案

ー
を
学
習

会
場
に
し

内
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
会
社
沿
革
、

す
る
た
め

て
研
究
協

採
掘
及
び
販
売
事
業
、
研
修
事
業
国
か

の
「
自
然

議
が
行
わ

ら
の
業
務
委
託
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
事

の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

れ
た
。

業
等
の
新
規
事
業
分
野
の
開
発
・
企
画

め
、
科
学
的
に
探
究
す
る
た
め
に
必
要

両
会
場

な
ど
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
い

な
観
察
・
実
験
な
ど
に
関
す
る
基
本
的

と
も
に
た

た
。
ま
た
、
建
設
中
の
釧
路
火
力
発
電

十
一
月
八
日(

木)

・
九
日(
金)
、
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研

な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
」

く
さ
ん
の

所
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
触
れ
、
環
境

究
委
員
会
道
東
支
部
大
会
が
行
わ
れ
た
。
釧
路
市
立
湖
畔
小
学
校
で
は

た
め
の
導
入
の
扱
い
で
あ
る
。

参
加
者
に

に
も
配
慮
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る

四
年
生
社
会
科
、
釧
路
市
立
美
原
中
学
校
で
は
一
年
生
理
科
の
授
業
を

生
徒
は
、
光
に
つ
い
て
の
観
察
・
実

恵
ま
れ
熱

こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

公
開
し
た
。
ま
た
、
王
子
マ
テ
リ
ア(

株)
釧
路
工
場
の
施
設
見
学
、
釧

験
を
通
し
て
、
光
の
進
み
方
や
も
の
の

心
な
研
究

入
坑
前
に
は
、
着
衣
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

路
コ
ー
ル
マ
イ
ン(

株)

の
石
炭
採
掘
現
場
の
見
学
も
実
施
さ
れ
、
充
実

見
え
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
理
解

協
議
が
行

・
所
持
品
等
の
厳
重
な
点
検
、
声
を
出

し
た
内
容
の
研
究
大
会
と
な
っ
た
。

し
、
こ
れ
ら
の
事
象
を
日
常
生
活
と
関

わ
れ
た
。

し
合
っ
て
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
て
行

連
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

湖
畔
小

っ
た
。
「
人
車
」
に
数
分
乗
り
、
海
底

小
学
校
四
年
生
社
会

ま
た
、
釧
路

に
す
る
こ
と
が
、
こ
の
単
元
の
ね
ら
い

学
校
で
行

三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
に
到
着
。
残
念
な

科
の
授
業
は
、
釧
路
市

コ
ー
ル
マ
イ
ン

で
あ
る
。
本
時
の
目
標
は
、
光
の
三
原

わ
れ
た
小

が
ら
当
日
は
掘
削
現
場
を
見
学
す
る
こ

立
湖
畔
小
学
校
で
行
わ

職
員
の
イ
ン
タ

色
を
知
り
、
光
の
様
々
な
利
用
方
法
と

学
校
社
会

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
担
当
の
係
員

れ
た
。
指
導
者
は
釜
萢

ビ
ュ
ー
を
通
し

実
際
の
生
活
の
関
連
に
つ
い
て
気
付
く

科
の
研
究

に
よ
り
坑
道
を
歩
き
、
丁
寧
な
説
明
を

（
か
ま
や
ち
）
陽
子
教

て
、
石
炭
資
源

こ
と
で
あ
る
。

協
議
は
グ

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

諭
。
本
時
は
、
単
元
「
く

確
保
の
た
め
の

生
徒
は
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ル
ー
プ
ワ

見
学
後
は
入
浴
。
「
炭
坑
マ
ン
」
が

ら
し
と
電
気
」
（
五
時

努
力
や
地
域
の

ン
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
三
原
色
が

ー
ク
を
取

使
用
す
る
お
風
呂
に
入
る
こ
と
も
貴
重

間
）
の
四
時
間
目
。
学

環
境
に
配
慮
し

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
三

り
入
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
公
開
授

な
体
験
で
あ
っ
た
。

習
課
題
「
必
要
な
電
気

た
発
電
の
工
夫

原
色
は
日
常
生
活
で
多
く
活
用
さ
れ
て

業
の
成
果
と
課
題
を
模
造
紙
や
付
箋
を

を
不
足
し
な
い
よ
う
に

に
気
付
く
こ
と

い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
そ
の
後
、
Ｌ

用
い
て
ま
と
め
、
代
表
者
が
発
表
し
た
。

す
る
た
め
に
何
が
大
切

が
で
き
た
。

Ｅ
Ｄ
光
源
を
用
い
て
実
際
に
色
を
作
る

大
会
副
主
題
の
「
持
続
可
能
な
社
会
を

な
の
だ
ろ
う
」
を
追
究

授
業
の
最
後

実
験
を
行
っ
た
。

め
ざ
し
、
自
ら
行
動
す
る
力
を
育
む
エ

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

は
、
立
場
を
変
え
て
「
自
分
た
ち
が
で
き
る

最
後
に
生
徒
は
、
釧
路
市
大
楽
毛
に

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
」
に
迫
る
こ
と
が

て
、
本
時
の
目
標
「
電

こ
と
は
何
か
」
を
考
え
た
。
今
す
ぐ
に
取
り

あ
る
パ
プ
リ
カ
工
場
で
、
太
陽
の
光
に

で
き
た
か
ど
う
か
を
、
討
議
の
柱
に
据

気
を
安
定
供
給
す
る
た

組
め
る
こ
と
と
し
て
、
「
日
常
の
節
電
を
心

よ
ら
な
い
方
法
で
農
作
物
の
栽
培
を
し

え
て
行
わ
れ
た
研
究
協
議
は
、
成
果
と

め
に
大
切
な
こ
と
は
何

が
け
た
い
」
、
将
来
に
わ
た
っ
て
で
き
る
こ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

課
題
が
明
ら
か
と
な
り
、
次
年
度
の
全

か
を
捉
え
る
」
に
迫
る

と
と
し
て
、
「
エ
コ
で
自
然
に
優
し
い
発
電

農
場
の
写
真
を
見
て
、
「
な
ぜ
、
太
陽

道
大
会
へ
と
繋
が
る
も
の
と
な
っ
た
。

授
業
で
あ
っ
た
。

の
在
り
方
を
提
案
し
た
い
」
等
、
既
習
を
踏

光
の
よ
う
な
白
色
の
光
を
当
て
て
い
な

子
ど
も
た
ち
は
北
海

ま
え
た
発
表
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。

い
の
か
」
を
疑
問
を
抱
い
た
と
こ
ろ
で

道
胆
振
東
部
地
震
の
停

中
学
校
一
年
生
理
科
の
授
業
は
、
釧
路
市

オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
。

電
か
ら
の
復
旧
を
「
た

立
美
原
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。
指
導
者
は
尾

人
間
の
生
活
が
豊
か
で
便
利
に
な
っ

っ
た
二
日
間
」
で
可
能

崎
孝
幸
教
諭
。
本
時
は
、
単
元
「
『
身
近
な

て
い
る
例
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
科
学

十
一
月
八
日(

木)

の
開
会
式
後
、
現

に
し
た
理
由
を
考
え
る

物
理
現
象
』
～
光
の
性
質
～
」
（
八
時
間
）

技
術
の
重
要
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

在
建
設
中
の
釧
路
火
力
発
電
所
付
近
を

こ
と
を
通
し
て
、
日
常

の
八
時
間
目
。
学
習
課
題
は
「
光
源
を
使
っ

な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題

車
窓
か
ら
見
学
、
そ
の
後
、
王
子
マ
テ

の
電
力
会
社
の
人
た
ち

て
、
様
々
な
色
を
作
っ
て
み
よ
う
」
で
あ
っ

を
解
決
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

リ
ア(
株)

釧
路
工
場
を
見
学
し
た
。
王

の
営
み
を
理
解
し
た
。

た
。

す
で
あ
ろ
う
。

子
マ
テ
リ
ア(

株)

釧
路
工
場
で
は
、
古
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道東支部の熱意を感じられた二日間
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会

道
東
支
部
研
究
大
会
開
催

研
究
協
議
も
充
実
の
内
容

施
設
見
学
・
坑
道
見
学



説
明
、
研
修
の
場
面
で
は
、
森
山
正
樹

研
究
部
員
よ
り
、
本
研
究
委
員
会
の
研

究
の
意
図
や
流
れ
、
新
学
習
指
導
要
領

と
の
関
連
等
を
説
明
し
、
熊
谷
誠
二
研

究
部
会
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、

四
つ
の
ブ
ー
ス(

①
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
、
②
理
科
、
③
技
術
・

十
二
月
一
日(
土)
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
、
全
体
研
修
会

家
庭
科
、
④
社
会
科)

に
分
か
れ
て
討

が
開
催
さ
れ
た
。
本
来
は
こ
の
時
期
、
研
究
部
会
主
催
の
勉
強
会
が
開
催
さ
れ

議
が
行
わ
れ
た
。

る
が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
全
道
大
会
に
向
け
て
、
研
究
の
継
続

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
該
当
の
校

性
を
重
視
し
、
広
報
部
会
に
よ
る
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

種
・
教
科
・
領
域
に
お
け
る
新
学
習
指

な
お
、
二
月
十
六
日(

土)
に
は
、
同
ホ
テ
ル
に
て
勉
強
会
を
開
催
予
定
。
全

導
要
領
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
と
の

体
研
修
会
の
研
修
内
容
を
更
に
充
実
・
発
展
さ
せ
る
。

関
わ
り
、
指
導
内
容
や
指
導
方
法
な
ど

を
探
っ
た
。

全
体
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
十
月

「
校
種
・
教
科
・
領
域
を
超
え
た
研
究

各
ブ
ー
ス
の
司
会
者
が
中
心
と
な
っ

十
八
日(

木)

に
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
会

推
進
の
更
な
る
充
実
」
を
ね
ら
い
に
、

て
行
っ
た
討
議
は
大
変
内
容
の
濃
い
も

を
行
い
、
広
報
部
会
長
よ
り
各
協
力
研

全
体
研
修
会
当
日
は
、
五
十
名
を
超
え

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
が

究
団
体
の
理
事
に
全
体
研
修
会
の
ね
ら

る
参
加
が
あ
っ
た
。
協
力
研
究
団
体
で

囲
む
よ
う
に
し
て
聴
い
た
各
ブ
ー
ス
の

い
や
内
容
を
説
明
し
、
当
日
の
参
加
を

あ
る
北
海
道
生
活
科
研
究
会
、
北
海
道

発
表
も
、
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
て
、
興

要
請
し
た
。

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
教
育
連
盟
、

味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

北
海
道
小
学
校
理

会
の
最
後
に
は
、
本
研
究
委
員
会
か

科
研
究
会
、
北
海

ら
各
協
力
研
究
団
体
に
対
し
て
、
次
年

八
月
九
日(

水)

、
道
内
視
察
が
実
施

学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
定
山

道
小
学
校
家
庭
科

度
全
道
大
会
に
お
け
る
授
業
提
供
や
今

さ
れ
た
。
開
発
部
会
が
主
催
。
視
察
先

渓
ダ
ム
で
は
内
部
か
ら
ダ
ム
の
仕
組
み

教
育
連
盟
、
北
海

後
の
研
究
推
進
に
対
す
る
継
続
し
た
協

は
、
定
山
渓
ダ
ム
管
理
支
所
、
小
樽
内

を
見
学
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
が

道
社
会
科
教
育
研

力
の
要
請
を
行
っ
た
。

発
電
所
、
藻
岩
発
電
所
。

北
電
の
全

大
き
な
成
果
で
あ
り
体
験
で
あ
っ
た
。

究
会
、
北
海
道
社

二
月
十
六
日(

土)

の
勉
強
会
や
次
年

面
的
な
協
力
と
支
援
を
受
け
て
実
施
さ

ま
た
、
ダ
ム
の
放
水
面
頂
上
は
、
日

会
科
教
育
連
盟
、

度
の
全
道
大
会
に
向
け
て
、
研
究
が
継

れ
た
。

本
で
七
位
、
北
海
道
で
二
位
の
高
さ
を

北
海
道
中
学
校
理

続
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
成
果
が
あ

三
つ
の
施
設
と
も
、
普
段
で
は
立
ち

誇
り
、
地
上
一
一
七･

五
㍍
か
ら
見
る

科
教
育
研
究
会
、

っ
た
全
体
研
修
会
と
な
っ
た
。

入
る
こ
と
が
難
し
い
箇
所
を
特
別
に
見

景
色
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

北
海
道
技
術
・
家

庭
科
教
育
研
究
会

北
海
道
道
徳
教
育

研
究
会
、
北
海
道

特
別
活
動
研
究
会

の
十
団
体
の
理
事

や
教
員
が
参
加
し

た
。ま
た
、
道
南
支

部
の
長
瀬
雅
一
支

部
長
を
は
じ
め
、

北
海
道
常
呂
高
等

学
校
の
金
澤
豪
校

長
や
釧
路
市
の
教

員
も
遠
く
か
ら
参

加
し
た
。

冒
頭
、
榎
並
典

昭
委
員
長
か
ら
本

研
究
委
員
会
の
歴

史
的
な
経
過
等
を
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全
体
研
修
会
開
催

各
協
力
研
究
団
体
が
結
集

道
内
視
察

定
山
渓
ダ
ム
・
小
樽
内
発
電
所
・
藻
岩
発
電
所

上；定山渓ダム管理支所説明
中；定山渓ダム内部
下；藻岩発電所 左；小樽内発電所

八
月
八
日(

火)

か
ら
十
日(

木)

大
塚
晶
紀
教
諭
の
四
人
が
昨
年

の
三
日
間
、
山
形
県
で
行
わ
れ
た
。

度
の
全
道
大
会
の
実
践
や
成
果

昨
年
度
全
道
大
会
で
授
業
を
行

・
課
題
を
発
表
し
た
。

っ
た
、
札
幌
市
立
北
陽
中
学
校
の

テ
ー
マ
構
成
が
し
っ
か
り
し

寺
島
靖
香
教
諭
、
札
幌
市
立
日
章

て
お
り
、
内
容
も
丁
寧
で
わ
か

中
学
校
の
山
口
剛
教
諭
、
札
幌
市

り
や
す
く
、
参
加
し
た
皆
様
か

立
あ
や
め
野
中
学
校
の
近
野
秀
樹

ら
は
好
評
を
得
て
い
た
。

教
諭
、
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
の

日本エネルギー環境教育学会
四人が研究発表


